
近年、 金属積層造形 （AM: Additive Manufacturing） を
活用した 3D ものづくりは、 大きな注目を集めています。 国内
の中小企業でも、 金属 AM技術への関心は高まってきていま
すが、 コスト高や人材不足、 さらに活用方法がわからないな
どの理由から、 金属 AM技術への取り組みには躊躇する状
況が続いています。
そこで、 中小企業の技術の助っ人である公設試験研究機関
（公設試） のうち、 金属 AM装置を所有する兵庫県立工業
技術センターおよび滋賀県工業技術総合センターの研究員
から、 各センター所有の金属 AM装置の特徴と利用事例、
造形技術の研究開発、 アプリケーション開発、 地域密着型
研究会の活動など、 様々な視点で金属 AMの活用状況をご
紹介いただく講演会を開催します。

また、 大阪産業技術研究所 （ORIST） では、 金属 AM 技術
の高度化を目指したプロジェクト研究を進めており、 今回そ
の成果を 2件発表します。 各発表では、 最新の材料技術開
発および応用展開事例について詳しく紹介します。

今回の報告会は、 金属 AM技術に関心を持つ皆様にとって、
最新の研究成果や実践的な知識をゲットできる絶好のチャン
スです。 金属AM技術の活用に役立つヒントが盛り沢山です。
皆様、 ぜひお越しいただき、 一緒に盛り上がりましょう！

PBF 方式金属 3Dプリンタおよび砂型 3Dプリンタ
による技術支援と研究開発

招待講演

金属 AMプロセスの特長を活かした
高強度 /耐熱アルミニウム合金の開発

金属ＡＭプロジェクト研究の紹介

加工成形研究部　木村 貴広

金属 AM電極による高能率放電加工技術の開発
加工成形研究部　柳田 大祐
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粉末DED方式金属 3Dプリンタを活用した
滋賀県の 3Dものづくり支援について

滋賀県工業技術総合センター　斧　督人　氏

兵庫県立工業技術センター　山口　篤　氏



地方独立行政法人大阪産業技術研究所　和泉センター　加工成形研究部

[TEL] 0725-51-2525（総合受付・技術相談）　※ 受付時間　月 -金 9:00-12:15、13:00-17:30( 祝日除く )

▼ 申込ページはこちら　（外部サイト）

https://zfrmz.com/VVOj7Y1wMihgOFXgz1Un

▼ お問い合わせ先

地方独立行政法人大阪産業技術研究所　理事長　小林　哲彦　

兵庫県立工業技術センター　生産技術部　金属・加工グループ　山口　篤　氏

滋賀県工業技術総合センター　機械システム係　斧　督人　氏

地方独立行政法人大阪産業技術研究所　加工成形研究部　木村　貴広　

金属AMの一種であるレーザ粉末床溶融結合法（L-PBF）は、金属粉末層にレーザ光を照射して瞬時に溶融・凝固させながら複雑
な三次元の構造体を比較的短時間で造形できる加工法です。本講演では、L-PBFの特長である急冷凝固を活かしたAM用高強度
/耐熱アルミニウム合金の開発事例について紹介します。

地方独立行政法人大阪産業技術研究所　加工成形研究部　柳田　大祐　

金型製作における放電加工の高能率化は重要課題です。加工中に発生する加工屑の排出が困難になることが、加工能率を大き
く低下させる原因に挙げられます。そこで、加工屑の効率的な排出とそれによる高能率化を目的とした、AM技術を活用した放電加
工用電極の開発に取り組みました。本講演では、Cu-Cr合金粉末で製作したAM電極の特長について紹介します。

〒536-8553 大阪市城東区森之宮1-6-50
地方独立行政法人大阪産業技術研究所　森之宮センター

JR大阪環状線（北口）またはOsaka Metro 中央線・長堀鶴見緑地線森ノ宮駅（4番出口）下車。
中央大通を東に約350m（徒歩約5分）、「森ノ宮公団住宅前」を左折し北に約350m（徒歩約5分）。

・先着順（定員50名）です。
・お申込みはお一人ずつ必要です。

TRI3D
Technology Research & Innovation Center for 3D Printing

Ⓡ

※自動車でのご来場はお控え下さい。

プログラム

アクセス
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